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も
の
だ
。
走
行
中
に
給
電
が
可
能
と
な
る
た
め
、
停

車
し
て
充
電
す
る
必
要
が
な
く
、
移
動
の
合
間
に
自

然
に
充
電
が
行
わ
れ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

ダ
イ
ヘ
ン
に
よ
る
と
、
実
証
実
験
に
お
い
て
は
、

車
両
の
走
行
位
置
が
多
少
ず
れ
た
り
、
速
度
が
変
化

し
た
り
し
て
も
安
定
し
て
電
力
を
供
給
で
き
る
よ
う
、

「
磁
界
共
鳴
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
電
力
伝
送
技

術
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
方
式
は
お
よ
そ
95
％
と
い

う
非
常
に
高
い
効
率
を
実
現
し
て
お
り
（
※
シ
ス
テ

ム
全
体
と
し
て
は
最
大
で
85
％
の
効
率
）、
従
来
の
プ

ラ
グ
イ
ン
式
充
電
に
匹
敵
す
る
性
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
抑

え
た
り
運
用
コ
ス
ト
を
低
減
し
た
り
す
る
た
め
、
低

損
失
な
コ
イ
ル
材
や
配
線
線
材
を
採
用
し
た
こ
と
が
、

高
効
率
な
送
電
を
可
能
に
し
た
と
い
う
。

今
回
の
実
験
で
は
、
送
電
コ
イ
ル
が
、
東
ゲ
ー
ト

付
近
の
停
留
所
、
ま
た
会
場
を
周
回
す
る
片
側
ル
ー

ト
の
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
に
埋
設
（
※
実
証
実

験
で
は
、
こ
の
う
ち
約
50
メ
ー
ト
ル
区
間
の
送
電
コ

イ
ル
を
稼
働
）。
受
電
コ
イ
ル
は
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
左
右
車

輪
付
近
に
１
基
ず
つ
、
合
計
２
基
設
置
さ
れ
た
。
送

電
コ
イ
ル
は
１
基
あ
た
り
最
大
15
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出

力
が
可
能
で
、
１
台
の
車
両
で
は
最
大
30
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
給
電
を
受
け
ら
れ
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
Ｅ
Ｖ
は
航
続
距
離
を
確
保
す
る
た
め
に
大

容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結

持
つ
高
い
導
電
性
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
を
抑
え
、

結
果
的
に
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
大
き
く
寄
与

す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
銅
は
単
な

る
素
材
に
留
ま
ら
ず
、
未
来
社
会
を
か
た
ち
づ
く
る

基
盤
技
術
を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

万
博
か
ら
未
来
社
会
へ

大
阪
万
博
で
実
証
さ
れ
た
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
は
、
一
過
性

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
社
会
実
装
へ
の
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
だ
。
将
来
的
に
都
市
交
通
網
に
導
入
さ

れ
れ
ば
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
は
な
く
物
流
ト

ラ
ッ
ク
に
も
応
用
可
能
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

や
運
行
コ
ス
ト
の
低
減
に
寄
与
す
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
親
和
性
が
高
い

た
め
、
地
域
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
や
経
済
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う
。 

Ｅ
Ｖ
普
及
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
「
充
電
イ

ン
フ
ラ
不
足
」
を
克
服
し
、
走
り
な
が
ら
給
電
す
る

と
い
う
新
た
な
概
念
を
社
会
に
根
付
か
せ
る
こ
と
は
、

環
境
負
荷
低
減
と
利
便
性
向
上
を
両
立
さ
せ
る
未
来

社
会
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
銅
は
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
電
気
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
つ
な
ぎ
、
人
々

の
生
活
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
続
け
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
実
証
は
、
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
可
能
性
を
世
界
に
示
し
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
が
描

く
「
走
り
な
が
ら
充
電
す
る
社
会
」
は
、
利
便
性
と

環
境
性
能
を
両
立
さ
せ
る
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る
銅
は
、
見
え
な
い
場

所
で
未
来
の
交
通
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
び
、
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
存
在
で
あ

り
続
け
る
だ
ろ
う
。

万
博
に
登
場
し
た
未
来
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
た
６
台
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
が
、
来
場
者
の
移
動
手

段
と
し
て
広
大
な
会
場
を
巡
回
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
は
単
な
る
輸
送
に
留
ま
ら
ず
、
国

内
最
大
規
模
と
み
ら
れ
る
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
実
証
実
験
の
舞

台
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
電
力
機
器
な

ど
を
手
掛
け
る
ダ
イ
ヘ
ン
が
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
設
計
・
製
造
・
設
置
ま
で
を
担
っ
た
。
大
阪

メ
ト
ロ
が
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
運
行
計
画
や
予
約
シ
ス
テ
ム

を
整
備
、
大
林
組
が
道
路
の
施
工
、
さ
ら
に
関
西
電

力
が
Ｅ
Ｖ
バ
ス
向
け
の
電
力
需
給
を
調
整
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
複
数
の
企
業
が
協
力
し
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
東
京
大
学
な
ど
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
搭
載
す
る「
ば
ね
下
方
式
」

の
受
電
装
置
を
開
発
。
産
学
が
連
携
し
、
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
た
。

走
行
中
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
（
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
）
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Ｗ
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の
仕

組
み
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
道
路
の
下
に
埋

め
込
ま
れ
た
送
電
コ
イ
ル
が
磁
界
を
発
生
さ
せ
、
そ

の
磁
界
を
バ
ス
の
底
部
に
取
り
付
け
ら
れ
た
受
電
コ

イ
ル
が
受
け
取
り
、
電
力
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

果
と
し
て
車
両
の
重
量
増
加
や
コ
ス
ト
上
昇
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
れ
ば
、
車
両
に
大
き
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
積
む

必
要
が
な
く
な
る
た
め
、
軽
量
化
や
製
造
コ
ス
ト
の

削
減
が
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
バ
ッ
テ
リ
ー
の
小
型

化
は
重
量
低
減
に
つ
な
が
り
、
タ
イ
ヤ
や
道
路
へ
の

負
担
を
減
ら
す
効
果
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
部
品
の

摩
耗
が
抑
え
ら
れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
頻
度
を
下
げ

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

見
え
な
い
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
銅

Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
技
術
面
か
ら
支
え
て
い
る

不
可
欠
な
要
素
の
ひ
と
つ
が
銅
で
あ
る
。
送
電
コ
イ

ル
や
受
電
コ
イ
ル
に
は
大
量
の
銅
線
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
優
れ
た
導
電
性
に
よ
っ
て
、
高
効
率
で

安
定
し
た
電
力
供
給
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
（
現

場
で
直
接
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
の
で
は
な
く
、

工
場
で
製
造
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
部
材
）
の

内
部
に
は
、
太
さ
の
異
な
る
銅
線
が
束
ね
ら
れ
て
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
普
段
は
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

い
が
、
バ
ス
が
通
過
す
る
た
び
に
、
そ
の
銅
線
が
確

実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
達
し
て
い
る
の
だ
。

銅
は
古
く
か
ら
電
気
を
伝
え
る
代
表
的
な
素
材
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
役
割
は
未
来
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
電
動

化
の
進
展
に
伴
い
需
要
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
資
源
と
し
て
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

例
え
ば
都
市
全
域
に
Ｄ
Ｗ
Ｐ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
道
路
の
下
に
は
膨
大
な
量
の
銅

コ
イ
ル
が
敷
設
さ
れ
、
そ
の
規
模
は
既
存
の
送
配
電

網
に
匹
敵
す
る
巨
大
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
う
る
。
銅
の

Reportage

大
阪
・
関
西
万
博
で
走
っ
た
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

銅
が
支
え
る
未
来
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

「EXPO 2025 大阪・関西万博」では、最先端の技術やシステムを展示するだけではなく、
実際に来場者が利用できるかたちで実証実験が行われた点も大きな特徴だ。そのひとつが、

「走行中ワイヤレス給電（DWPT）」システムを搭載した、電気自動車（EV）のバスである。

幾何学的な意匠を凝らした EV バスの停留所。近未
来を想起させるデザインが、来場者の目を引いてい
た。

EV バスの内部には、ワイヤレス給電の仕組みなど
を記載した説明書きが貼られている。 大阪・関西万博の会場で周回し、実証実験に用いられた EV バス。ボディには、ワ

イヤレス給電システムが搭載されていることを示す説明書きがある。

地中に埋設されたコイルによって EV バスが充電さ
れる仕組みが、立体的に見えるトリックアートで分
かりやすく表現されている。

充電コイルが埋設されている道路を EV バスが走る
様子。白く塗られた箇所の地中に、設備が埋められ
ている。

ワイヤレス給電の仕組みを説明するため、停留所に
設置された設備。

東ゲート南停留所に設置されていた電光掲示板。乗
客に向けて、EV バスの周回ルートなどを掲載して
いる。




